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愛媛大学長 大橋 裕一   

  

満開の花に心華やぐ時を過ごしたのもつかの間、早や、葉桜が映える時候となりまし

た。本日ここに、全国各地から、そして諸外国から、あわせて１，９３４名の皆さんを、

愛媛大学の新入生としてお迎えすることができました。 

「ご入学、おめでとうございます。」 

愛媛大学を代表し、心より歓迎いたします。 

さらに、この佳き日にご列席をいただいた、新入生のご家族ならびに関係の皆様方に

心よりお祝いを申し上げます。 

 また、ご多用にもかかわりませず、ご臨席を賜りました、ご来賓のみなさま、校友

会ならびに同窓会代表のみなさま、名誉教授の先生方に厚く御礼を申し上げます。 

 皆さんが入学される愛媛大学は、昭和２４年に新制国立大学としてスタートし、今年

で創立６９年目、来年には節目の７０周年を迎えようとしています。本学は、７学部、

７研究科を擁し、１万人近い学生が学ぶ四国最大の総合大学であり、「学生中心の大学」、

「地域とともに輝く大学」、そして「世界とつながる大学」の実現を目標に前進を続け

ています。 

３年前から始まった第３期中期目標期間では、「輝く個性で地域を動かし、世界とつ

ながる大学」をビジョンに掲げ、「地域を担う人材の育成」、「産業イノベーションの創

出」、そして「最先端研究拠点の強化」の３つの戦略を推進していますが、この方向性

と成果については、文部科学省から極めて高い評価を得ております。どうかみなさん、

安心してこの大学で学んでください。 

大学という場所は近い将来、社会へと巣立っていくみなさんにとって格好のオリエン

テーションの場といえます。そこで、卒業までの間、みなさんに意義ある大学生活を送

っていただくためのアドバイスを Acrostic poem の形でお贈りしたいと思います。

Acrostic poem とは「折句（おりく）」のことで、いくつかの文章の句頭を順に綴ると

意味のある語や句になる遊戯詩の一種です。今回は、EHIME をテーマに五つのメッセー

ジをお話します。お渡ししたメモを見ながらお聞きください。 

最初のメッセージは、Explore your talents!、「君の才能を見つけよう！」です。 

人間にとっては、それぞれが持つ才能をもとに人生のプランを立てるのが理想です。

もしも才能と職業とが両立できれば、「プロフェッショナル」という最高の形になりま

すが、実際には、「才能を生かす職種を見つける」、「仕事の中に自分の才能を組み込む」

などの方向性が現実的です。 



自分には何の才能もないと思っている人はいるでしょうか。そんなことはありません。

それは才能を持っていないのではなく、ただ気がついていないだけなのです。大学生に

なった今、視野を広げて、新しいことを、あるいは好きなことから始めてみましょう。

幸い、愛媛大学には、正課外活動のサークルや学生の能力を引き出す準正課教育プログ

ラムなど、みなさんの才能を伸ばす仕掛けがたくさんあります。フルに活用してくださ

い。 

2 番目のメッセージは、Heighten your ambition!、「高い志を持とう！」です。 

「志定まれば、気盛んなり。」とは幕末の志士、吉田松陰の言葉です。「明確な夢を持

てば、自ずと気持ちも高まり、障害を乗り越え、実現に向けて全力を尽くすことができ

る。」という意味ですが、このように、「志」とは生涯にわたる人間の行動エネルギーそ

のものなのです。 

人間の志は、「人のために役立ちたい」とか「日本の国をよくしたい」という漠然と

した思いが、大学時代にはより具体化されます。みなさんには、「こうなりたい」「こう

ありたい」という確固としたロールモデルを胸に、信念を持って前に進んでいただきた

いと思います。 

3 番目のメッセージは、Identify your goals!、「自身のゴールを定めよう！」です。 

「ゴール」は、ある時点における自身の到達予定点、個人が成長し続けるための目標

となるものです。先にもお話したように、愛媛大学自体も将来に向けた目標を掲げ、こ

れを実現するための中期的戦略を推進していますが、これと同様に、みなさん方におい

ても、短期、中期、長期と時間軸に沿った具体的なゴールを設定し、人生の設計図（キ

ャリアプラン）を練り上げるべきです。レベルは高めに置き、ひとつひとつを着実に実

行して行きましょう。 

4 番目のメッセージは Make new friends!、いつも言っている「新しい友だちを作ろ

う！」です。 

人間が社会的に成長していく上で、多くの人との出会いが必要です。愛媛大学は、１

万人を超えるスケールの大きなコミュニティですが、これを利用して新しい友だちを積

極的に作っていきましょう。 

人間にはそれぞれに個性があり、対人関係には一定の「許容スペクトル」があります

が、まずは、そのスペクトルを広げ苦手と思える人とも交流してみましょう。「こんに

ちは、よろしく」の一言がすべてを変えることもあります。人生の友が見つかるような

素晴らしい出会いがあることを願っています。 

最後となる 5 番目のメッセージは、Expand your possibilities! 「自らの可能性を

広げよう！」です。 

みなさんには無限の可能性がありますが、行動しなければ何も起きません。何かが来



るのを待っているのではなく、何か新しいことがないか、自分の足で積極的に探しにい

く必要があるのです。 

脳科学者の茂木健一郎先生によれば、自身の可能性を広げるには、知らない街や、知

っている街でもふだん通ったことがない場所を歩いてみるのが一番とのことです。「あ

れ、こんなところにこんなものが」という新鮮な触れ合いが必ずあり、それが自身の可

能性を高めるきっかけになるからです。まずは、大学の中を、そして松山の町を自由に

探索してみましょう。未知との遭遇、体験がみなさんの可能性を広げるのです。 

「志を高く持ち、視野を広げて、新しいことにチャレンジしよう！」というエールを

みなさんにお贈りし、本日の結びといたします。皆さんのご健闘を心より期待していま

す。 


